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【研究テーマ】 

1. 後発医薬品の適正使用に関する基礎的および臨床薬学的研究 

2. 臨床での調剤・医療コミュニケーションを基盤とする実学研究 

3. 医薬品の薬効・副作用に関する評価法の開発 
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【特許】 
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【学会役員等】 

1.  日本医療薬学会評議員 

2.  日本 TDM 学会評議員 

3.  日本ジェネリック医薬品学会評議員 

    

【過去の研究業績総数】 

原著論文   （欧文） 68 編 （邦文） 27 編 

 総説     （欧文）  1 編 （邦文）  4 編 

 著書     （欧文）  1 編 （邦文）  7 編 

紀要・その他 （欧文）  1 編 （邦文） 21 編 

特許                   1 件 

 

 


